
災害対応編の策定（策定が最も必要な災害事象から着手）裏面参照 

自主防災会防災行動マニュアル策定のためのガイドライン（概要版） 

ガイドラインの構成及び策定の進め方 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

              

 

 

 

 

 

 

 

 

 

防災行動マニュアルを策定する前に 

 ○ 地域の実情と被害想定を確認する（災害図上訓練・タウンウォッチングの実施） 

 ○ 防災マップの作成・見直し 

 ○ 情報伝達の方法を検討する（緊急連絡網の整備） 

【水災害編】 

○浸水深ごとの避難基準 

○水災害発生までの流れ 

 と主な活動 

○緊急避難場所の開設 

○役割分担 

○マニュアルの作成 

○防災行動シートの作成 

 

【地震編】 

○地震発生後の流れと主 

 な活動 

○自主防災会本部の設置 

○役割分担 

○被害状況の把握・安否 

 確認の方法 

○マニュアルの作成 

○防災行動シートの作成 

【土砂災害編】 

○居住地域による避難行 

 動の一例 

○土砂災害発生までの流 

 れと主な活動 

○緊急避難場所の開設 

○役割分担 

○マニュアルの作成 

○防災行動シートの作成 

 

【日常対策編】（必要に応じて策定） 

○防火防災知識の普及啓発 

○防災訓練の実施 

○地域の安全点検，防災マップ・緊急連 

 絡網の定期的な見直し 

○防災器材の整備・点検 

○要配慮者の安否確認・避難支援 

○家庭内の防火・防災対策 

【資料編】（必要に応じて策定） 

○防災行動マニュアルに添付する資料 

 情報伝達文の作成 

○防災用語集 

○情報収集先一覧 

防災行動マニュアルが策定出来たら 

 ○ 自主防災部の防災行動の見直し 

 ○ 地域住民へ周知する 

 ○ 防災訓練等を通じて検証・見直し 

自主防災会防災力チェックシート 

 防災力の現状を客観的に確認するための

チェックシートを添付 

 平成２６年度にモデル学区自主防

災会にマニュアル内容を検証してい

ただいた結果や御意見を，事例紹介

として掲載しています。 



 

災害対応編を策定する【地震編】 

  

 大地震が発生した際，どのような流れで活動をするのか，活動内容や役割分担について

あらかじめ決めておき，早めに対応することができれば，被害を最小限にとどめることが

できます。いざというときに慌てずに済むよう，また被害が最小限となるようなマニュア

ルを作成していただくため，ページに沿って進めていけば作成していただけるように各項

目を記載しています。 

  

 ○ 地震発生後の流れと主な活動 

   地震発生後の自主防災会，自主防災部，各種団体，地域住民等の動き 

 ○ いつ 自主防災会本部を設置するか（避難所を開設するか） 

   自主防災会本部の開設基準（避難所の開設基準）を決める 

 ○ 誰が何をするのか（役割分担） 

   避難所の開設，学区内の被害状況の把握（情報収集・情報処理），消火活動，救出・ 

  救護，応急救護所などリーダーとなる担当者を決める 

 ○ 被害状況の把握・安否確認の方法 

   必要な防災活動を実施するため，被害状況の把握や安否確認の方法を決める 

 ○ 防災行動マニュアルの作成  

   災害発生時に実施する項目（防災活動）について，具体的に検討し，マニュアルと 

  してまとめる 

   

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ○ 防災行動シートの作成  

   災害発生時に慌てずに行動ができるよう，  

  また，マニュアルを読まなくても行動できる 

  よう，フローチャート図やチェックシート 

  タイプの防災行動シートを作成する 

 

 

 



 

災害対応編を策定する【水災害編】 

  

 水災害は，地震に比べて事前予測が可能なので，災害に備えることができます。まず，

地域で想定される浸水想定を把握し， いつ（時間，状況），何を（防災行動），誰が（実施 

者） をあらかじめ決めておき（このような事前計画を「タイムライン式行動計画」とい

います。），早めに対応することができれば，災害発生時には避難行動が完了し，被害を最

小限にとどめることができます。いざというときに慌てずに済むよう，また被害が最小限

となるようなマニュアルを作成していただくため，ページに沿って進めていけば作成して

いただけるように各項目を記載しています。 

  

 ○ 浸水深ごとの避難基準 

  

 ○ 水災害発生までの流れと主な活動 

   水災害発生前・後の自主防災会， 

   自主防災部，各種団体， 

   地域住民等の動き 

 ○ いつ 緊急避難場所を開設するか 

   緊急避難場所の開設基準を決める 

 ○ 誰が何をするのか（役割分担） 

   緊急避難場所の開設，水防活動に使用する資器材の点検・準備，パトロール，要配 

  慮者に対する情報伝達などの担当者を決める 

 ○ 防災行動マニュアルの作成  

   災害発生前から実施する項目（防災活動）について，具体的に検討し，マニュアル 

  としてまとめる 

    

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ○ 防災行動シートの作成  

   災害発生時に慌てずに行動ができるよう，  

  また，マニュアルを読まなくても行動できる 

  よう，フローチャート図やチェックシート 

  タイプの防災行動シートを作成する 

 



災害対応編を策定する【土砂災害編】 

  

 水災害は，地震に比べて事前予測が可能なので，災害に備えることができますが，土砂

災害は，事前予測が非常に難しい災害です。地域で想定される浸水想定，土砂災害特別警

戒区域，土砂災害警戒区域の指定状況，土砂災害危険箇所の設定状況を把握しておくこと

が重要です。そのうえで，土砂災害に対する防災行動について， いつ（時間，状況），何

を（防災行動），誰が（実施者） をあらかじめ決めておき（このような事前計画を「タイ

ムライン式行動計画」といいます。），早めに対応することができれば，災害発生時には避

難行動が完了し，被害を最小限にとどめることができます。いざというときに慌てずに済

むよう，また被害が最小限となるようなマニュアルを作成していただくため，ページに沿

って進めていけば作成していただけるように各項目を記載しています。 

  

 ○ 居住地域による避難行動の一例 

  

 ○ 土砂災害発生までの流れと主な活動 

   土砂災害発生前・後の自主防災会， 

   自主防災部，各種団体， 

   地域住民等の動き 

 ○ いつ 緊急避難場所を開設するか 

   緊急避難場所の開設基準を決める 

 ○ 誰が何をするのか（役割分担） 

   緊急避難場所の開設，パトロール，要配慮者に対する情報伝達などの担当者を決める 

 ○ 防災行動マニュアルの作成  

   災害発生前から実施する項目（防災活動）について，具体的に検討し，マニュアル 

  としてまとめる 

    

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 ○ 防災行動シートの作成  

   災害発生時に慌てずに行動ができるよう，  

  また，マニュアルを読まなくても行動できる 

  よう，フローチャート図やチェックシート 

  タイプの防災行動シートを作成する 

 


